
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
■ 有限会社エイキ
■ 平日 ■ 再生アートの展示会やワークショップの参加等、
■ 産業廃棄物の分別作業・ブログや動画作成等を通し 活動の様子の写真等は別紙や自社のHPや有限会社

て企業の広報活動。廃棄物を活用し「再生アート」 エイキのHP、Facebook内に投稿記事あり。
を創作・展示・販売し、次世代への取り組みとして ■ YouTubeに「再生アート」と検索すると、
リサイクルの新たな形のPR等。 当時の特集を視聴することができる。

■ 利用者数 等 ■ 令和2年度は、⾼岡広域圏での活動に参加していた為
＜目的＞ 事業所がある富山広域圏でも、廃棄物を活用した
■ 利用者と地域との関係づくりを通し、地域での利用者 「再生アート」や「再生作品」のワークショップを

の活動の場を広げ、自⽴した生活をおくる。 開催したいと考えている。
■ 「再生アート」等を通し、産業廃棄物＝資源という

イメージチェンジをはかり、リサイクルへの興味を
もってもらう。

＜成果＞
■ 利用者が、地域での自分の居場所や役割をみつけ、

様々な経験をしながら就労することが出来ている。
■ ⺠間放送のチューリップテレビ様に「再生アート」

についての7分ほどの特集を放映してもらった。
■ 体⼒がいるため、各特性を理解し、安定した⼼⾝の

状態を保つ必要がある。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 コラーレ富山

住 所 富山市新庄本町三丁目1-13

1610101550

木村 貴之

令和2年度電話番号 0764-452-3899

連携先の企業等の意⾒または評価

連携先企業名 有限会社エイキ 担当者名 木村

コラーレ富山での活動は「自由」であって欲しいと思っています。任せられた作業を指示に従って取り組む事は仕事に取り
組むうえで⼤切な部分になりますが、さらに踏み込んで皆さんに求めるものは、忌憚なきアイディアです。アイデアをどん
どん出してください︕ただ出すのではなく、アイデアを「形に変えていくこと」が仕事でもあります︕
失敗した時の後悔より、挑戦しなかった後悔の⽅が悔いが残ります。是非、いろんなことに挑戦していきましょう︕
有限会社エイキの本事業である「解体業」は、壊すだけでなくそこから何かに繋げることで、いかに次世代にとって良いシ
ナジーを作り出していけるか、それが課題です。今回の面白いアイディアの「再生アート」を通し、リサイクルの新しい形
を社会にPRできたことは、そのさきがけになったのではないかと感じています。
今後の連携強化に向けた課題︓今後も様々な角度から物事を考え、協⼒・相談しながら「形にし生み出していく」活動を継
続して続けていきましょう。ゆくゆくはもっと地域とのかかわりを増やしていきたいと思っています。

様式１


